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プラネタリウム通信
　（第1號）　　口口禾015年1月15日
　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　“プラネタ．リウム通信”は全プラネタリウム本質に謝し・参考になる鞄てのと
とを蒐集し，關係各：方面に配布する目的で・大盟年4回不定期tC刊果して行く
豫定であります．
　通信記事は器械，建築，経螢，演出技術及：文献等に訳する新事物に就き廣範
國に亘って掲載されるので，各プラネタリウム相互間に各種各様の経螢上の出
來事乃至は経験に就きニユ1スの交換が出測る課であります．
　就いてはプラネタリウム繕事者各位に於かせられましても・相：互の振興の爲
め，本計書を御活用下さる様御膳ひ申上げます．　敬白
　　　　　　　　　　　　　　　　　掲逸工1ナ市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力1ルツアイス肚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プラネタリウム音K
Oライプチッヒ市プラネタリウムでは・リンネル映爲面は長年使用して行く上
に汚れを見るやうになったので，昨夏リンネル張りをツァイス杜の新初葉によ
って新しく掃除が行はれ白色に塗り替られた．叉同館では定期的に演出を行識、
やうになった．
○ミラノ市新プラネタリウムでの演出
　ミラノ市日刊新聞「コリエレヂラセラ」に依れば・1939年秋・冬期間（穿日
夜9時，日曜午後4時）次のやうな特別演出が行はれた．
　　遊星「火星」・天に關する傳1洗プラネタリウムの機能・各異なれる天盟下に於いて，
　　將來の北極星，星の都，蒼空行脚・地球の起源・澄明なる丸二四より天の深洲｛へ，太
　　陽の一族，原子の世界より星の世界へ，天の都市，ダンテと星空。
○ビツパ1グ市にプラネタリウム新設
北米ペンシルパニや洲ピツパ1グ市に於いて1939年10月24晒僻；｝鞠y鞠
問してパ1ルプラネタリウムの開館祝賀式が肚大に開催された．
　このプラネタリウムは100萬弗の経費を三って・有名な米銀豪商故小ヘンリ
1パ1ル氏の寄附を財源として建設されたもので・北米中人口67萬の上ヒ鞍的ノ」、
都市に菅造される事は一般の注目に：値する．
　プラネタリウム室以外に記念碑様式の建築内に，槻測用天文蔓，通俗科學講
演用大映爲室・護書室及天文・物理・地質等及その他分り易い参考資料を多数
陳列せる廊下あり．
　プラネタリウム丸天井は内径20米にて，費府・紐育等の如き映爲及普響學上
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優秀な性能を持つ，無妻に穴の明いた鐵板から出來てるる．そして，機械本盟
はレ1ル上を李田下にて移動さすのと異なり，モ1タ1の働きで床下に沈下さ
せる穿話になって居る．叉この機械には有名な太陽系投撮影器が装備されてる
る．
　尚・今日までフイラヂルフイや市フランクリン・インスチツ1ト内プラネタ
リウムの館長であったジェ1ムス・ストクレイ氏がピ市天象甜々長に就任した．
　月曜一一金曜日には3回，土，日曜，祭日には4回プラネタリウム演出が行は
れる．ビ市プラネタリウムは世界で27番自，アメリカ本土では5番目である．
○維納に於ける小學生のための演出
　維納市學務委員力1ル・スプロングル氏に同市プラネタリウムを教材として
先づ市内小三校のため演出開始する様委託した．
　其他のニユ＿ス：
○恒星天に日，月を調整する方法
Q北斗より北極星を見出し誤らざる様注意
Q勲帯地方及爾極圏内で太陽運行演出に異國情緒豊かな風景の幻燈爲眞
　セイロン島海岸の椰子森，トリニグツドの竹叢林，マディラのバナナ樹マ
　ディラの素面樹砂漢の隊商，諾威の二二，激高最北岬（ノ1ルドカ1プ）の
翼夜中，グリ1ンランドのエスキモ1人移佳，グリ1ンランドの氷河，≠＝
　1シユワーペンランドの山嶽と氷．
　　　　　　　　　　　　正　　誤　　一　　束
本誌227附録第232頁，下から8行目・．“束方”極大離角は“西方”の誤り・
tt　228〃　第237頁，左より2行目．1“商天を”は“南天を”の誤り．
”　230本丈第232頁：，第17行．“1929年12月”は“1939年12月”の誤り・
　　　　　　　　　心高各位より“天界”の原稿を軟迎す
投稿規定は
　1．ひだり横書きとすること．
　2．本誌1ぺ1ジは，35字づめ，35行で履るから，山窟なる原稿用紙を
　　　用ゐ，なるべく編輯に便利なるやうに，書くこと．
　3．別刷を入用とする入は，あらかじめ其の部歎を，編輯係に申し込む
　　　こと．但し，馨れは，義義を本會會計へ申し受けます．
　4．原稿〆切は毎月末．
　5．本誌の編輯事務所は，京都市上京匪李野宮北町52　山本方・
